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血液内科診療の現況
血液内科部長：上田　周二
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 血液内科

かし、多くの癌においてその原因は未だ不明

です。ただ原因は不明でも現代医学においては

癌細胞の性質を調べることは容易です。癌細胞が細胞

表面に出しているタンパク質を攻撃する抗体療法や

し

癌細胞がもつ遺伝子異常に作用する分子標的薬が

多く創薬されています。これらの薬は副作用が少なく

従来型の抗癌剤とも組み合わせて使用されます。悪性

リンパ腫における抗体療法や多発性骨髄腫に対する

プロテアソーム阻害剤などが登場し治療成績の大幅な

改善がみられています。

た癌以外でも分子標的療法は応用されています。

発作性夜間ヘモグロビン尿症は、補体の活性化

によって血管内溶血をきたす疾患です。この疾患は

癌ではありませんが、補体の作用をとめる分子標的

薬剤が劇的な効果を示します。

　もちろん分子標的薬剤であっても限界もあれば副作用

もあります。当院ではその点についても十分患者さんに

ご理解いただいた上で治療に臨んでいただいており

ます。

ま

来からの抗癌剤は、細胞に障害を与えて細胞を

壊す薬剤で癌細胞以外にも盛んに増殖する

正常細胞も壊してしまう特徴があります。これに比べ

分子標的薬剤とは癌細胞が持つ特徴的な異常を標的

として作用する薬剤です。血液疾患においては、まず

病気の原因が判明していた慢性骨髄性白血病に対して、

その原因（チロシンキナーゼという酵素の異常な活

性化）を抑える内服薬として登場しました。病気の

原因に即した治療であったため、効果は華々しく造血

幹細胞移植でしか治癒しえない疾患が内服薬で根治も

期待できる疾患へと大きな変貌を遂げました。

従
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血液内科について質問！

AＱ

Ｑ 抗がん剤治療にあたり「虫歯は治しておいた方がいいよ。」と
主治医から言われました。
抗がん剤の治療中は、歯の治療は受けられないのでしょうか。

A 治療が開始されてから、歯科治療を受けた場合、抗がん剤による口腔トラブルなどの有害
事象により感染のリスクが高まる時期があり、受診のタイミングが難しくなるので事前に
治療をしておく事をお勧めします。

Ｑ 分子標的薬の治療は入院が必要ですか。

A 血液内科では慢性骨髄性白血病の治療を、従来は抗がん剤の点滴治療でおこなってきま
したが、分子標的薬の登場で、通院治療や在宅治療が可能になり患者さんのQOLを高く保
ちながらの治療が継続できるようになりました。

左から

●中田　継一（血液内科専攻医）

●上田　周二（血液内科部長）

●町田　朋久（血液内科専攻医）

●松永　一美（血液内科医長）

スタッフ紹介

（血液内科病棟　看護師長　大安　三重）

（血液内科医長　松永　一美）

最新情報

2014年京都大学の江藤らによってiPS細胞からヒト血小板を大量
に作成する方法が報告されました。現在、血小板輸血は献血に
よる血液製剤を用いて行われていますが、少子化によるドナー減少
など安定供給が今後疑問視されてい
ます。iPS細胞からのヒト血小板作成
は安定供給以外にも、感染症等の
副作用回避など多数の利点をもって
います。実用化については臨床試験
などいくつかのステップが必要です
が、そう遠くない将来輸血の形態が
大きく変わってくるかもしれません。

iPS細胞を用いたヒト
血小板の作成
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